
ぉ
……
…
梁
……
一
都
……
…
遺
……
一
族
連
会
会

山
県
郡
遺
族
連
合
会
概
要

山
県
郡
遺
族
連
合
会
創
設
当
時
の
状
況

戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
頃
、
郡
内
二
十
ケ
町
村
に
お
い
て
、
戦
争
犠
牲
者
家
族
を

中
心
と
し
て
、
遺
族
連
合
会
が
結
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
山
県
郡
地
方
事
務

所
が
加
計
町
に
あ
り
当
時
加
計
町
初
代
会
長
で
あ

っ
た
中
野
徳
夫
氏
が
創
設
の
中
心

で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
四
日
、
山
県
郡
戦
没
者
追
弔
法
要
が
千
代
田
町
立
千
代

田
中
学
校
体
育
館
で
営
ま
れ
て
い
る
の
で
、
郡
連
合
会
の
組
織
も
完
結
し
、
組
織
的

活
動
が
定
着
し
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
町
村
合
併
が
実
施
さ
れ
て
い
た
状
況
の

中
で
資
料
が
散
逸
し
て
正
確
が
期
せ
ら
れ
な
い
が
、
現
存
の
資
料
に
よ
る
と
、
山
県

郡
遺
族
連
合
会
の
主
要
行
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
四
日

山
県
郡
戦
病
没
者
合
同
追
弔
法
要

千
代
田
町

千
代
田
町
立
千
代
田
中
学
校
体
育
館

(2) 

昭
和
四
十
五
年
八
月
九
日

山
県
郡
民
平
和
集
会

n
H
t
r
'
T
J
 

品
川
M

Z

E

ロ
岡
山

県
立
加
計
高
等
学
校
体
育
館

(3) 

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
八
日

千
代
田
町

軍
神
、
上
回
兵
曹
長
慰
霊
碑
除
幕
式

上
回
兵
曹
長
生
家
前

(4) 

昭
和
六
十
年
十

一
月
十
四
日

終
戦
四
十
周
年

千
代
田
町

(5) 

開
発
セ
ン
タ
ー

山
県
郡
戦
病
没
者
追
悼
式

昭
和
田
十
七
年
以
後
毎
年
郡
内
町
村
役
員
の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。
会
場

で
開
催
し
て
い
る
。

は
交
通
機
関
の
関
係
で
、
主
と
し
て
広
島
市
内
(
県
遺
族
会
館
、
広
島
護
国
神
社
)

昭
和
五
十
八
年
以
来
毎
年
、
郡
役
員
で
全
国
護
国
神
社
参
拝
を
実
施
し
て
い
る
。

cu 
現
在
ま
で
中
園
、

川
郡
内
各
町
村
に
お
い
て
、
青
壮
年
部
を
中
心
と
し
て
靖
国
神
社
、
中
国
又
は
満

州
地
区
へ
慰
霊
旅
行
を
実
施
し
、
会
員
の
団
結
と
意
識
の
高
揚
を
計

っ
て
い
る
。

四
国
、
九
州
、
沖
縄
、
近
畿
、
関
東
地
区
十
三
社
参
拝
し
た
。
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簿
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渡

シ
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5
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青
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年
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岡
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1
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湯
浅
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(
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香
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U
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郡
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(
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)

年

度

t込
:z:;: 

費

年

度

L>-
3三

費

昭
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昭
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年
度

昭
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年
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O
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町

村

役

員

名
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十
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石
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斉
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u
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栗
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恒
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(平
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中
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悠
介
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中
野

芳
信
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1
平

3
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住
岡
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佐
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木
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日

1
)

和
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カ
ナ
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(昭
印

i
平
6
)

花
本

文
枝

(昭
羽

1
日
)

木
本

光
子

(昭
日

1
平
6
)

(3) 
加
計
町

町
村
青
壮
年
部
長

栗
栖

勝
美

(昭

M
1
日
)

筒
賀
村

尾
崎

豊
年

(昭
お
1
犯
)

庄
野

戸
河
内
町

信
子

(昭

ω
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6
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新
田

早
喜
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犯

1
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I
)

芸
北
町

沖
田

日
Eヨ

彦

(昭
日

1
日
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大
朝
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末
永

久
明
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叩

1
日
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大

倉
イ
サ
ヨ

千
代
田
町

(昭
印

1
削
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山
田

政
幸

(昭
お

1
幻
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豊
平
町

反
田

光
夫
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ω
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羽
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久
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ω
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佐
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木
武
祈

(昭

U
1
平

6
)

原

好
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2
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小
田

一
男
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大
町

俊
子

(昭
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正
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原

照
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竹
岡
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1
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)
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f中
田

昌
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(昭
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1
平
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末
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久
明

(平
1
1
6
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道
庭

義
明

(平
4
1
6
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山
県
郡
遺
族
連
合
会
英
霊
柱
数

町
村
別

筒

賀

村

左
足

二
七
九
七
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戸
河
内
町

珂ヒ2
2王

芸

北

町

=
一
六
七

大

朝

町

三
四
七

一
七
八

千
代
田
町

町
村
会
員
数
及
び
町
村
会
費
調
査

遺
族
会
員
数
調
査筒

賀

村

昭
34 

加

計

町

41 49 
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51 
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慰
霊
祭
、
追
弔
法
要
及
び
記
念
行
事

豊 千 大 コz包xr 戸 筒 加

j{ 平
代

朝 北
河

賀 5十田 内
町 町 町 町 町 キす 町

中 六 昭 し 霊 毎 実 昭 毎 1 昭 年実 実 昭 以 5 昭 ま昭
断年和 て祭年 施 和 年 年 和 施和 後隔 年和 で和

追
ま 44 いを追 現 42 実 ま 32 施 ~ 32 ま 22 実 54
で 年 る 交 弔 在 年 施 で 年 ) 上年 年 で 年 施年 弔

実 よ 互法 によ 隔よ 殿よ
年毎 より

よ 法
施り に要 至 り 年り

地区 毎り り 要
以平 執と る 年隔 以 平 実 平 61 
後成 行慰 後成 毎年 施成 年

上 実 昭 62昭 実 昭 追 実施 昭 実昭
施和 年 和 施和 悼和 施和

慰同 現 41 ま 50 今 30 式平 30 54 
じ 在 年 で 年 日年 成年 年

によ
年隔 より

に以 4 よ よ 霊

至り 至 降
年よ 毎り

り
祭

る隔 実 昭 る毎 iー拡， 

年 施和 年 り年 年

石昭 年 昭 大 年 昭 鳥業終

灯寵 5和2 
記 和 追 和 居 戦

記
念行 5年0 弔 60 建 30 

建年 法 年 立 周 念

立慰
事実 終戦

要 終 年 行
三霊ロ幸Z 戦 記

事
碑 施 30 40 

事念周 周



招
魂
社
及
び
忠
魂
碑

筒
賀
村
忠
魂
碑

筒
賀
村
招
魂
社

戸河内町議国神社

戸河内町上殿地区墓地

戸河内町戦没者上殿墓地
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(2) 

招
魂
社
、
慰
霊
碑
の
所
在
地

豊 千 大 さZ士" 戸 筒 加

防平
代 朝 :ft 河

賀 計
回 内

町 町 町 町 町 キす 町

護旧 昭 筒明
国八 和 賀治 i口込

神 重 30 公 29
併

社 町
年建

園年 招
内 建 月IJ

立 立
魂

ラ地昭 加長
ン移和 計尾 よ口込

ド転 46 町神
併 社

年 社
町現

境内
後

グ在

に壬南 庄大 に町 賀 7 明
あ生方 村 朝

建立 営グ
公年治 iI 

り町村 新 町 園建 29
併

川 本 庄大 フ 立年 慰

迫 地 朝 ;，/ 昭 日IJ

村 村 新 ド 筒和
霊

区建昭 上 大 場 昭 町 加長
立和 朝 北和

営グ
計尾 i口斗

43 同 町 側 52 町神
併 碑

琴年 じ 大 に年 フ
社境内谷 8 朝 建 町 ン 後

地月 立役 ド

父

偲

ん

で

を

千
代
田
町
遺
族
会
長

岩

司

崎

正

(一)

召
集
令
状

昭
和
十
九
年
、
春
の
日
射
し
が
舷
し
い
縁
側
で
父
は
私
の
散
髪
を
し
て
く
れ
て
い

た
。
「
岩
崎
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
召
集
令
状
だ
っ
た
。

父
は
笑
顔
で

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言

っ
た
き
り
散
髪
が
終
る
迄

一
言
も
話
さ
な
か

っ

た
の
を
今
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。

覚
悟
は
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
妻
と
私
十
才
、
弟
七
才
、
妹
三
才
と
一
才
の
子

供
四
人
を
残
し
て
出
征
す
る
胸
中
は
私
も
妻
子
を
持
つ
身
に
成

っ
て
み
て
始
め
て
痛

い
程
解
る
の
で
あ
る
。
村
の
出
征
兵
士
を
送
る
会
で
軍
服
姿
で
挨
拶
す
る
父
は
、
す

aaτ 

ば
ら
し
く
立
派
に
見
え
た
。
出
征
し
て
一
週
間
後
、
面
会
が
許
さ
れ
広
島
城
麓
の
西

練
兵
場
に
家
族
全
員
で
行
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
の
木
陰
が
面
会
々
場
、
持
参
し
た
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
許
さ
れ
た
時
聞
い
っ
ぱ
い
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
父
は
翌
日
輸
送
船
で

海
を
渡
り
中
国
に
送
ら
れ
た
。

仁)

働
き
に
働
く
母
と
一
緒
で

四
人
の
子
供
を
抱
え
農
作
業
も

一
手
に
引
受
け
、
留
守
を
守
る
母
は
働
き
に
働
い

た
。
月
日
が
過
つ
に
つ
れ
食
糧
事
情
の
極
め
て
悪
く
な
る
中
一
番
下
の
妹
は
一
寸
し

た
風
邪
が
も
と
で
手
当
て
の
甲
斐
な
く
死
ん
だ
。
伺
故
か
、

そ
れ
が
格
別
可
愛
想
で

自
分
の
責
任
に
も
感
じ
ら
れ
、

そ
れ
か
ら
は
母
を
助
け
弟
妹
の
面
倒
や
野
良
仕
事
も

手
伝
っ
た
。
親
戚
や
近
所
か
ら
馬
や
牛
を
借
り
、
春
は
田
植
の
用
意
、
秋
は
麦
播
き

の
準
備
も
し
た
。
今
考
え
る
と
十
才
余
り
の
子
供
が
と
て
も
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は

t

、O

J
J
B
t
u
 



(三)

戦
場
か
ら
の
便
り

戦
地
か
ら
軍
事
郵
便
で
半
年
余
り
の
内
に
十
数
通
母
や
私
宛
に
届
い
た
。
「
皆
元

気
か
、

父
は
元
気
で
奉
公
し
て
い
る
。
正
司
は
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
る
か
、

母
の

手
伝
い
も
し
て
い
る
か
、
弟
や
妹
の
面
倒
を
見
て
い
る
か
、

し
っ
か
り
勉
強
や
運
動

を
し
て
立
派
な
兵
隊
さ
ん
に
な
る
ん
だ
ぞ
、

便
り
を
送

っ
て
く
れ
」
ど
れ
程
故
郷
の

事
が
知
り
た
か
っ
た
事
か
、
母
も
私
も
毎
回
異
る
場
所
か
ら
来
る
便
り
に
返
事
は
送

る
の
だ
が
最
後
迄
一
通
も
届
か
な
か

っ
た
ら
し
い
。
父
の
ハ

ガ
キ
は
靖
国
神
社
参
拝

に
は
必
ず
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
行
く
。
「
兵
隊
さ
ん
に
成
れ
」
そ
う
書
か
な
い

と
簡
聞
が
通
ら
な
か
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
当
時
の
軍
国
主
義
教
育
が
父
の
思
想
を

本
当
に
そ
う
さ
せ
て
い
た
の
か
解
ら
な
い
。

(四)

父
の
死
と
遺
骨

二
十
年
二
月
父
の
戦
友
よ
り
「
岩
崎
君
は
靖
国
神
社
に
帰
ら
れ
た
」
と
取
り
急
ぎ

の
便
り
が
届
い
た
。
父
の
無
事
な
生
還
を
夢
み
て
い
た
母
も
子
も
そ
の
場
に
く
ず
れ

泣
き
に
泣
い
た
。
そ
の
日
か
ら
の
我
が
家
は
一
転
し
て
真
暗
闇
な
生
活
に
な
っ
て
し

ま

っ
た
。

し
ば
ら
く
後
、
公
報
が
届
き
桜
、
か
満
開
の
己
斐
駅
に
遺
骨
を
迎
え
に
行
っ

た
。
し
か
し
中
に
は
小
さ
な
位
牌
の
み
で
あ
っ
た
。

国

戦
後
の
生
活

原
爆
が
投
下
さ
れ
終
戦
を
迎
え
村
も
戦
後
の
慌
し
い
生
活
が
始
ま
っ
た
。
そ
ん
な

中
戦
地
か
ら
復
員
さ
れ
る
方
で
賑
や
か
に
成

っ
て
ゆ
く
。
父
は
死
ん
だ
の
だ
と
解
っ

て
い
て
も
、
も
し
か
し
て
帰
っ
て
来
て
く
れ
る
の
で
は
と
思
う
毎
日
で
あ
っ
た
。
新

制
中
学
の
卒
業
が
近
づ
く
、
高
校
に
進
学
し
た
い
、
貧
乏
所
帯
を
や
り
く
り
す
る
母

に
言
い
出
せ
な
か
っ
た
。
地
元
に
就
職
し

一
年
後
当
時
比
治
山
の
下
に
あ
っ
た
県
庁

の
ド
ア
を
た
た
き
国
泰
寺
高
校
通
信
教
育
部
に
入
学
さ
せ
て
も
ら

っ
た。

(六)

遺
族
会
活
動
に
参
加

戦
後
も
二
十
五
年
過

っ
た
昭
和
四
十
五
年
、

日
本
遺
族
会
青
年
部
広
島
支
部
三
三

一
号
の
部
員
証
を
も
ら
い
組
織
の

一
員
と
し
て
仲
間
に
入
れ
て
も
ら

っ
た
。

同
じ
境

遇
に
生
き
る
者
同
志
の
集
り
で
あ
り
一
層
親
し
み
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
町
遺
族
会

の
活
動
に
も
進
ん
で
参
加
し
た
。
そ
の
事
が
父
へ
の
せ
め
て
親
孝
行
だ
と
考
え
是
迄

続
け
て
い
る
。

一
昨
年
私
の
町
の
遺
族
会
で
中
国
に
慰
霊
参
拝
に
訪
れ
た
。
父
達
が

戦
っ
た
で
あ
ろ
う
山
野
、
川

コ
l
リ
ャ
ン
畑
を
飛
行
機
や
列
車
、
パ
ス
の
窓
か
ら

眺
め
、
夜
人
影
の
な
い
所
で
持
っ
て
行
っ
た
線
香
と
酒
を
供
え
険
に
浮
か
ぶ
父
に
祈

っ
た
。

(七)

父
の
戦
死
を
犬
死
に
さ
せ
な
い

我
が
家
で
は
昨
年
暮
れ
父
の
五
十
回
思
法
要
を
し
た
。
父
出
征
の
後
、
親
戚
や
近

所
の
方
々
に
お
世
話
に
成
っ
た
お
礼
、

母
に
幼
か

っ
た
私
達
子
供
会
二
人
前
に
育
て

て
く
れ
た
お
礼
を
言
わ
せ
て
も
ら
い
何
か
一
区
切
り
つ
い
た
様
で
ほ
っ
と
し
て
い

-476一

る
。
こ
れ
か
ら
は
国
の
た
め
身
命
を
捧
げ
た
人
々
を
犬
死
に
さ
せ
な
い
為
、
英
霊
顕

彰
と
何
が
何
で
も
靖
国
神
社
国
家
護
持
実
現
の
た
め
遺
族
会
活
動
に
微
力
を
捧
げ
た

ぃ
。
又
我
が
家
父
の
墓
の
隣
り
に
、
父
参
戦
の
状
況
、
留
守
家
族
の
状
況
、
平
和
と

は
い
か
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
か
、
戦
争
は
ど
ん
な
事
が
あ

っ
て
も
世
界
か
ら
な
く

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
石
碑
に
刻
み
孫
子
の
末
迄
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(
山
県
郡
千
代
田
町
本
地
)

田
IG、

し、

出

山
県
郡
遺
族
連
合
会
婦
人
部
長

渡

シ
ナ
ヨ

夫
が
山
口
県
光
海
軍
工
廠
へ
勤
め
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
達
は
光
市
営
住
宅
に
住



ん
で
い
ま
し
た
。
戦
局
は
悪
く
な
る
ば
か
り
の
、
昭
和
二
十
年
三
月
三
日
に
召
集
令

状
が
来
ま
し
た
。
三
月
十
二
日
広
島
西
部
第
二
部
隊
に
入
隊
と
の
こ
と
で
し
た
。
当

時
私
達
の
家
族
は
体
の
不
自
由
な
祖
父
、
九
才
の
長
女
、
六
才
の
次
女
と
の
五
人
家

族
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
月
十
日
光
市
よ
り
出
征
祝
の
お
酒

一
升
と
、

お
米
一
升
、

赤
ダ
ス
キ
、

日
の
丸
の
旗
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
近
所
の
方
よ
り
お
米

一
合

つ
つ

出

し
合
い
パ
ラ
ズ
シ
を
造
っ
て
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
お
別
れ
の
宴
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
三
月
十

一
日
の
朝
、
近
所
の
方
達
の
万
才
の
声
に
送
ら
れ
て
、
パ
ス
で
子
供
二

人
を
連
れ
て
光
駅
へ
行
き
ま
し
た
。
多
勢
の
人
波
の
中
、
赤
ダ
ス
キ
を
掛
け
た
兵
隊

さ
ん
と

一
緒
に
、
夫
は
汽
車
に
乗
り
汽
笛
の
音
と
共
に
手
を
振
る
顔
が
一課
の
曇
る
眼

に
最
後
の
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。
子
供
と
家
に
帰

っ
て
も
、
何
だ
か
気
が
抜
け
た
よ

う
に
な

っ
て
、
大
き
な
お
腹
を
か
か
え
て
座
り
こ
み
何
も
手
に
つ
き
ま
せ
ん
。
ゃ

っ

と
小
麦
粉
を
水
で
と
い
て
、

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
い
て
祖
父
と
子
供
と
の
食
事
を
し
ま

し
た
。
晩
は
燈
火
管
制
で
電
気
も
消
え
て
暗
い
中
で
子
供
は
父
が
い
な
く
な

っ
て
淋

し
く
な
っ
た
の
か
布
団
の
中
で
泣
い
て
い
ま
し
た
。
私
も
な
だ
め
る
の
が
や

っ
と
で

し
た
。
毎
日
夜
昼
と
な
く
、
警
戒
警
報
と
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
、
油
断
の
な
ら
な

い
重
苦
し
い
中
、

五
月
五
日
朝
、
男
子
を
出
産
し
ま
し
た
。
産
婆
さ
ん
の
声
に
は
げ

ま
さ
れ
て
、
弱
る
心
を
、

し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
今
私
が
く
じ
け
て
は
、
子
供
達
や

赤
子
を
育
て
る
重
大
な
責
任
が
あ
る
と
思
い
、
早
く
起
き
て
世
話
を
し
な
け
れ
ば
と
、

ふ
ら
つ

く
体
に
鞭
打

っ
て
八
日
で
起
き
て
祖
父
に
湯
を
わ
か
し
て
も
ら
っ
て
、
赤
子

を
洗

っ
て
や
っ
た
り
、
御
飯
の
支
度
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
供
も
学
校
に

行
か
し
た
の
で
す
。
七
月
に
な

っ
て
家
財
道
具
を
運
送
屋
さ
ん
に
荷
造
り
を
し
て
も

ら
っ
て
、
私
達
は
祖
父
、
子
供
三
人
、

五
人
で
現
在
の
山
県
郡
千
代
田
町
壬
生
に
帰

っ
て
来
ま
し
た
。
長
い
間
空
家
に
し
て
い
た
為
に
、
藁
屋
根
が
破
れ
雨
漏
り
が
し
電

気
も
な
い
、
川
の
水
を
飲
み
水
に
し
て
の
不
自
由
な
生
活
で
し
た
。

八
月
の
終
戦
ま

で
は
、
夫
の
給
料
が
工
廠
よ
り
送

っ
て
来
ま
し
た
が
、
バ

ッ
タ
リ
と
送
金
が
無
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
上
運
送
屋
に
頼
ん
だ
家
財
道
具
が
待
て
ど
も
届
き
ま
せ
ん
。
十

一

月
三
十
日
に
や

っ
と
届
き
ま
し
た
。
そ
れ
迄
は
、
私
も
祖
父
、
子
供
も
着
替
に
も
困

り
ま
し
た
。
幸
に
実
家
に
母
が
い
ま
し
た
の
で
古
着
を
も
ら
っ
て
来
て
は
、
縫
い
直

し
て
や

っ
と
し
の
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
冬
と
も
な
れ
ば
大
雪
で
学
校
へ
行
か
す

の
に
靴
が
な
い
の

で
、
藁
靴
を
造

っ
て
も
ら

っ
て
履
せ
て
行
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
で
し
た
。
小
作
に
出
し
て
い
た
田
を
か
え
し
て
も
ら
い
、
祖
父
と
馴
れ
な
い

農
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
植
付
準
備
や
商
代
作
り
と
大
変
で
し
た
。
身
体
中
が
痛
く

て
朝
は
起
上
れ
な
い
、

で
も
働
か
な
け
れ
ば
食
べ
て
い
け
な
い
の
で
痛
い
体
を
引
づ

っ
て
働
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
し
て
も
米
が
足
り
な
い
供
出
に
は
割
当
が
来
る
の
で

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
祖
父
も
疲
れ
が
出
た
の
か
眠
る
よ
う
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。
海
外
よ
り
復
員
し
て
多
く
の
方
が
帰

っ
て
来
ら
れ
る
の
に
、
夫
は
帰

っ

aaτ 

て
来
ま
せ
ん
。
晴
れ
着
を
米
に
替
え
、

お
金
に
か
え
て
家
の
修
理
も
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
出
征
後
十
三
年
の
月
日
が
経

っ
て
、
県
庁
よ
り
伺
の
手
掛
り
も
な
い
か

ら
戦
死
の
公
報
を
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
三
十
三
年
四
月
に
遺
骨
を
受
取
り
ま
し
た
が

何
も
入
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
戦
争
未
亡
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
娘
二
人
共
中

学
校
し
か
行
か
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
月
日
の
た
つ
の
は
早
く
今
で
は

「
夫
」
の
お
陰
で
私
も
や

っ
と
生
活
に
も
困
ら
な
く
な
り
感
謝
の
日
暮
ら
し
を
し
て

お
り
ま
す
。


